
カンボジア国の熱帯季節林で森林炭素の変化量を初めて試算 
鳥山淳平、松浦俊也、清野嘉之（森林総研）、Andreas Langner （JRC） 

 

REDD推進体制整備に関する研究成果発表会（2015年2月18日） 

問い合わせ先：（独）森林総合研究所 鳥山 淳平  e-mail： jtori@ffpri.affrc.go.jp 

リモートセンシングにより推定した森林面積と、地上調査により推定した単位
面積あたりの炭素蓄積量をもとに、カンボジア国の準国レベルの森林炭素の
変化量を初めて試算しました。試算にはバイオマスの他に枯死木、リター、土
壌中の炭素を含めています。 

本研究を実施するにあたり、下記の方の協力を得ました。 
Vanna  Samreth （カンボジア森林局）、 Mao  Hak 、Thy Sum （カンボジア環境省）、  浩（筑波大・院） 
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図1. 森林炭素の変化量 
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図2. 四時期の森林炭素の蓄積量 
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森林バイオマスは長期調査プ

ロット法（ポスターＣ３参照）、

枯死木、リター、土壌は日本

の調査法（インベントリ手法）

を応用し、炭素プールの推定

を行っています。 
 今後、全国の森林分布図を

利用することで、国レベルの

試算が可能となります。 
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